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■アートフェスタ in 大山崎町2009
　―時を灯

とも

す、町が灯
とも

る―  Ｐ２
■各種健診をご利用ください Ｐ４
■外国のお話を聞いてみよう Ｐ５

今月の主な内容

―
時
を
灯と
も

す
、
町
が
灯と
も

る
― 

を
テ
ー
マ
に
、
今

年
の
夏
も
大
山
崎
町
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
タ
in
大
山
崎
町
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
第
二
大
山
崎
小
学

校
の
体
育
館
で
「
風
船
と
半
紙
で
作
る
〝
ふ
う
せ
ん
灯
明
〞

を
作
ろ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
30
人
の
子
ど
も
た
ち

が
、
色
と
り
ど
り
の
丸
く
て
か
わ
い
い
灯
明
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。【
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
】
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京
都
府
で
一
番
小
さ
な
町
、
大
山
崎
。
こ
の
小
さ
な
町
は
、
か
つ
て
荏
胡

麻
油
の
生
産
・
販
売
で
大
い
に
栄
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
荏
胡
麻

油
は
灯
明
に
用
い
ら
れ
、
京
都
の
町
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
、
再
び
そ
の
灯
が
町
を
照
ら
し
ま
す
。
今
を
生
き
る
一
人

ひ
と
り
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
灯
明
ア
ー
ト
。
小
さ
な
灯

が
集
ま
り
、
大
き
な
光
と
な
っ
て
町
を
包
み
ま
す
。
優
し
く
ゆ
ら
め
く
灯

火
に
想
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

―
時
を
灯と

も

す
、
町
が
灯と

も

る
―

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
　
大
山
崎
町
２
０
０
９

in

　

離
宮
八
幡
宮
に
伝
わ
る
荏
胡
麻
油
搾
油
機
。
町
を
発

展
へ
と
導
い
た
油
を
作
っ
た
道
具
を
通
し
て
、
大
山
崎

の
過
去
を
、
荏
胡
麻
の
過
去
を
、
離
宮
八
幡
宮
の
過
去

を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
山
崎
町
民
の
口
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
「
大
山
崎
は

油
で
有
名
や
っ
た
ん
で
す
」
と
い
う
一
言
。

こ
の
言
葉
の
奥
に
灯
を
と
も
し
ま
す
。

※
入
場
無
料

　

１
，
１
５
０
年
も
の
間
、
大
山
崎
町
を
見
続
け

て
き
た
離
宮
八
幡
宮
に
、
今
再
び
こ
の
地
で
生
ま

れ
た
荏
胡
麻
油
が
灯
を
と
も
し
ま
す
。
ま
た
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
夕
暮
れ
ど
き
の
境
内
を
舞

台
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

※
入
場
無
料

大
山
崎
は
油
で
有
名
や
っ
展て

ん〜 

灯あ
か

り
と
音
に
導
か
れ
て 
〜

 

離
宮
八
幡
宮
ラ
イ
ブ
＆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

主
催
＝
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
in
大
山
崎
町
２
０
０
９
実
行
委
員
会

共
催
＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館
、
京
都
造
形
芸
術
大
学

助
成
＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
芸
術
文
化
財
団

特
別
協
賛
＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

協
賛
＝
カ
ネ
ダ
株
式
会
社

後
援
＝
大
山
崎
町
、
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
、
大
山
崎
町
商
工
会

協
力
＝
離
宮
八
幡
宮
、
大
山
崎
小
学
校
、
大
山
崎
町
と
き
め
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
、

大
山
崎
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
歴
史
資
料
館
、
中
央
公
民
館

問
・
申
込
＝
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
in
大
山
崎
町
２
０
０
９
実
行
委
員
会
（
京
都
造
形
芸
術
大

学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
内
）　

上
田
・
徳
丸　

☎
７
９
１ 

│ 

９
１
２
４
（
平
日
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）

内
容
＝
離
宮
八
幡
宮
に
伝
わ
る
荏
胡
麻
油
搾
油
機
や
、

か
つ
て
油
売
り
た
ち
が
使
っ
た
道
具
の
展
示

と
き
＝
８
月
21
日
金
～
23
日
日
午
後
１
時
～
９
時

と
こ
ろ
＝
離
宮
八
幡
宮

■
離
宮
八
幡
宮
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

�

と
き
＝
８
月
21
日
金
～
23
日
日
午
後
７
時
～
９
時

■
離
宮
八
幡
宮
ラ
イ
ブ

　

と
き
＝
８
月
23
日
日
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　

出
演
＝
花
族
、
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
、
由
朋
、

　

ド
キ
ド
キ
ぼ
ー
い
ず
。

昨年の離宮八幡宮ライブのようす。
さまざまなジャンルのアーティスト
が、夕暮れどきの境内を舞台にパ
フォーマンスを繰り広げました
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
灯
明
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？　

風
船
を
使
っ
て
「
ふ
う
せ
ん
灯
明
」
を

作
り
ま
す
。
好
き
な
色
で
貼
っ
て
、
描
い
て
。
か

わ
い
く
す
る
の
も
、
か
っ
こ
よ
く
す
る
の
も
自
由

で
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月

23
日
日
、
あ
な
た
の
作
っ
た
灯
明
が
、
大
山
崎
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
上
絵
と
と
も
に
町
に
灯
を

と
も
し
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
申
込
制
、
持
物
不
要

　

い
つ
も
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
校
庭
に
、１
，

０
０
０
を
超
え
る
灯
明
が
並
び
ま
す
。
一
つ

ひ
と
つ
の
灯
り
は
線
と
な
り
、
色
と
な
り
、

そ
し
て
描
き
出
さ
れ
る
巨
大
な
地
上
絵
。
風

に
揺
ら
め
く
灯
や
、
光
に
包
ま
れ
る
竹
ア
ー

チ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
灯
明
を
体
感
し
て
く

だ
さ
い
。

※
入
場
無
料

灯
明
づ
く
り
体
験

　
　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
灯
明
を
作
ろ
う
！

未
来
へ
つ
な
が
る
１
０
０
０
の
灯
明

昨年の離宮八幡宮ライトアップのようす。
境内を、無数の竹灯篭の明かりが照らし、
幻想的な空間を演出していました

灯
明
づ
く
り
体
験
で
作
る
「
ふ
う
せ
ん
灯
明
」

の
試
作
品
。
誰
で
も
こ
ん
な
に
素
敵
な
灯
明
が

作
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す

と
き
＝
８
月
８
日
圡
・
９
日
日

▽
1
部　

午
前
10
時
～
正
午

▽
２
部　

午
後
１
時
～
３
時

▽
３
部　

午
後
４
時
～
６
時

※
３
部
は
８
日
の
み
開
催

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
別
館
３
階
大
研
修
室

定
員
＝
各
回
20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

申
込
＝
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
in
大
山
崎
町
２
０
０
９

実
行
委
員
会

と
き
＝
８
月
23
日
日
午
後
７
時
～
９
時

※�

午
後
８
時
40
分
か
ら
、
森
美
和
子
（
篠
笛

奏
者
）
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
開

催
※
雨
天
時
は
８
月
24
日
月
に
順
延

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

京都造形芸術大学生スタッフからひとこと

全 体 リ ー ダ ー

竹 沢 佑 真
Ta k e z a w a  Yu m a

美 術 工 芸 学 科
洋 画 コ ー ス ３ 年

展示チームリーダー

佐 藤 　 杏
S a t o 　 A n z u

歴 史 遺 産 学 科
文化財保存修復コース３年

　

イ
ベ
ン
ト
全
体
で
約
１
，
５
０
０
個
の
灯
明
を
使

い
ま
す
。
灯
明
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
風
船
型
、
円
柱
型
、

し
ず
く
型
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
大
山
崎
が
油
で
賑
わ
っ
て
い
た
当
時
の
よ
う
す

を
、
地
上
絵
や
ラ
イ
ブ
と
い
う
形
で
再
現
し
ま
す
。

大
山
崎
に
住
む
皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
山
崎
の
上
質
な
荏
胡
麻
油
は
京
都
中
の
寺
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
、
京
都
の
町
は
大

山
崎
の
油
で
と
も
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
今
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
場
所
に
刻
ま
れ
た
油
の
歴
史

を
、
こ
の
催
し
か
ら
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

触
っ
た
り
匂
っ
た
り
、
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
展
示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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健康状態をチェックしよう！

各種健診をご利用ください 問・申請＝町民健康課健康増進係
☎95₆︲₂101︵内1₃1︶　

さんさん健康診査 特定健康診査 長寿健康診査

とき 10月19日⺼～ ₂₂日㊍ 集団健康診査＝10月19日⺼～ ₂₂日㊍
医療機関健康診査＝９月１日㊋～ 11月₃0日⺼

集団健康診査＝10月19日⺼～ ₂₂日㊍
医療機関健康診査＝９月１日㊋～ 11月₃0日⺼

ところ 保健センター
集団健康診査＝保健センター
医療機関健康診査＝乙訓管内の医療機関（詳しくは通知
をご覧ください）

集団健康診査＝保健センター
医療機関健康診査＝乙訓管内の医療機関（詳し
くは通知をご覧ください）

対象
受診時

₃0歳～ ₃9歳

平成₂₂年３月₃1日現在₄0歳～ ₇₄歳で下記の要件いずれ
かに該当する住民
① 平成₂1年４月１日現在、大山崎町国民健康保険加入者
② 平成₂1年４月２日から６月₃0日に大山崎町国民健康保

険に加入した方

①受診時₇5歳以上の住民
② 受診時₆5歳～ ₇₄歳の後期高齢者医療保険被

保険者

費用 1，000円

1，000円
※₇0歳以上は無料
※ 免除制度があります。後日送付される「受診券」をご

確認ください

無　　料

実施
方法

集団健康診査

▽ 集団健康診査▽医療機関健康診査▽人間ドック健康診
査のいずれか１回受診可能

※ 人間ドック健康診査については、町民健康課高齢者福
祉・医療保険係（内1₂₆）にお問い合わせください

集団健康診査、医療機関健康診査のいずれか１
回受診可能

　

大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
な
ど
を
対
象
に
、
健
康
診
査

を
行
い
ま
す
。「
特
定
健
康
診
査
」「
長
寿
健
康
診

査
」「
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
健
康
診
査
」
の
対

象
者
に
は
、８
月
下
旬
頃
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※�「
特
定
健
康
診
査
」は
、自
身
が
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
保
険
者
が
行
い
ま
す
。保
険
者
か

ら
の
通
知
な
ど
に
従
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い

問
＝
自
身
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
者

▼
検
診
の
種
類

特
定
健
康
診
査

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
着
目
し
た
健
康
診
査
で
す
。

長
寿
健
康
診
査

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
重
症
化

予
防
の
た
め
の
健
康
診
査
で
す
。

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
健
康
診
査

生
活
保
護
の
被
保
護
者
、
平
成
21
年
７
月
１
日
以

降
の
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
平
成

21
年
４
月
１
日
～
９
月
１
日
に
特
定
健
康
診
査
と

同
様
の
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
の

健
康
診
査
で
す
。

さ
ん
さ
ん
健
康
診
査

健
康
診
査
時
に
30
歳
～
39
歳
の
住
民
が
対
象
で

す
。
医
療
保
険
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

※�

各
健
診
の
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。な
お
、

「
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
健
康
診
査
」の
詳
細
に

つ
い
て
は
上
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

左
記
の
対
象
者
は
、
町
が
実
施
し
て
い
る
「
子
宮

が
ん
検
診
」「
乳
が
ん
検
診
」
を
、
今
年
度
に
限
り

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
方
法

の
案
内
、
が
ん
検
診
啓
発
冊
子
な
ど
の
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

▼
対
象
年
齢

子
宮
が
ん
検
診

○�

20
歳
（
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

25
歳
（
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
昭
和
59
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

30
歳
（
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

35
歳
（
昭
和
48
年
４
月
２
日
～
昭
和
49
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

40
歳
（
昭
和
43
年
４
月
２
日
～
昭
和
44
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

乳
が
ん
検
診

○�

40
歳
（
昭
和
43
年
４
月
２
日
～
昭
和
44
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

45
歳
（
昭
和
38
年
４
月
２
日
～
昭
和
39
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

50
歳
（
昭
和
33
年
４
月
２
日
～
昭
和
34
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

55
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
～
昭
和
29
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

○�

60
歳
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
～
昭
和
24
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

９
月
１
日
か
ら
﹁
特
定
健
康
診
査
﹂

﹁
長
寿
健
康
診
査
﹂
な
ど
が
ス
タ
ー
ト

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
が
、
今
年
度

に
限
り
無
料
︵
一
部
対
象
者
に
限
る
︶
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とき＝8月₂₇日㊍1₄：00 ～ 15：₃0
ところ＝中央公民館本館２階講座室
講師
上田崇博（Ueda Takahiro）
30歳。立命館大学理工学部情報学科卒。現在は大山
崎町役場総務課秘書広報係に勤務。主に広報の編集・
発行業務を担当。2009年４月～５月の約５週間、国
際ロータリー財団GSE派遣団員としてアメリカ合衆
国・ウエストバージニア州を訪問。現地の自治体の
広報関連部署や新聞社などを視察。

アメリカ合衆国・ウエストバージニア州
アメリカ合衆国の州。州都はチャールストン。ペンシ
ルベニア州、オハイオ州、ケンタッキー州、メリー
ランド州、バージニア州と隣接する。奴隷制度
に反対してバージニア州から独立。

外
国
の
お
話
を
聞
い
て
み
よ
う

大

山

崎

町

国

際

理

解

講

座

海
外
に
長
期
滞
在
し
、
活
動
さ
れ
た
実
績
を
持
つ
方
を
講
師
に
招
き
、
現
地
で

の
体
験
談
や
日
本
と
の
文
化
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

定
員
＝
各
回
と
も
₃0
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切
＝
各
回
と
も
開
催
前
日
の
午
後
５
時

主
催
＝
大
山
崎
町
、
大
山
崎
町
国
際
交
流
協
会

問
合
せ
・
申
込
＝
総
務
課
秘
書
広
報
係　

☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
３
１
１
）

　

（右上）アパラチアの山間をゆったりと走る蒸気機関車に乗りました　（左下）お点前を体験するアメリカ人

（右上）警察学校での柔道授業風景　（左下）モシの街並みとキリマンジャロ

第1回

第2回

とき＝８月₂0日㊍1₄：00 ～ 15：₃0
ところ＝中央公民館本館２階講座室
講師
溝内克之さん（Mizouchi Yoshiyuki）
31歳｡ 京都文教大学人間学部文化人類学科卒｡ 現在
は京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究科博士
課程に在籍｡ 1999年12月～ 2001年12月の２年間､ 青
年海外協力隊員としてタンザニア連合共和国で活
動｡ 新人警察官を育成するモシ警察学校で、護身術
の一環として柔道の指導にあたる。

タンザニア連合共和国
首都はドドマ。中央アフリカの東部に位置し、イン
ド洋に面する。公用語はスワヒリ語と英語、国語は
スワヒリ語。コーヒー豆の輸出産業が盛ん。1960
年代にイギリスから独立。

タンザニアと
日本との関係

─日常にアフリカ（仮）─

アメリカ・
ウエストバージニアって
こんなとこ！

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
開
催
前
日
ま
で
に
。



6広報おおやまざき

　独立行政法人国際協力機構の主催するシニア海外ボラ
ンティアに６月末から参加している佐々木規子さん（脇
山）が、出発前に真鍋町長を表敬訪問に来られました。
派遣期間は２年間で、派遣先はホンジュラス。佐々木さ
んは、大阪府立高槻支援学校で長年にわたり障害児教育
に携わってきた経験を生かし、現地では、障害を持つ児
童・青少年のための施設で授業カリキュラムの改善や障
害児教育全般に関する支援に尽力されるとのこと。
　「今になって何かやり残したことはないかな、と考え
たときに、このボランティアへの参加を決心しました」
と佐々木さん。現地での活躍をお祈りしています。

　大山崎小学校で動物愛護教室が開催され、犬１匹とウ
サギ11羽がやってきました。これは、子どもたちの動物
愛護意識を高めるとともに、犬など身近な動物との安全
な接し方を学んでもらおうと、京都府が実施している事
業。参加した１年生95人は、犬と友達になるための触れ
合い方や、聴診器を使ったウサギの心音聴き取りなどを
体験しました。

　（社）大山崎町シルバー人材センターが大山崎集会所（早
稲田）と同じ敷地内に移転し、この日開所式が執り行わ
れました。連日雨天が続く中、開所式の間は幸い好天に
恵まれ、関係者ら約50人が新たな門出を祝いました。
　センターの五嶋理事長は、冒頭のあいさつで「不景気
が続いていますが、新たな拠点を得て、今後も精一杯頑
張っていきたいと思います」とあいさつ。高齢化が着々
と進む大山崎町にあって、当センターの果たす役割は今
ますます大きくなっています。

　町立各保育所で、七夕まつりを行いました。保育所に
通う子どもたちのほか、地域の子どもたちもお母さんと
一緒に参加。ひこぼしとおりひめの物語を、人形劇で楽
しみました。
　また、保育所内に用意された笹には、子どもたちの「大
きくなれますように」などのかわいい願いごとが書き込
まれた短冊がたくさん吊るされていました。
　大丈夫！　みんな、これからどんどん大きくなるよ♪

「ホンジュラスに行ってきます」

小さな命のぬくもり感じた

新たな拠点で高齢者パワーを

願いごと、叶いますように

6/18

7/1

7/6

7/7

シニア海外ボランティアが町長を表敬訪問

動物愛護教室

（社）大山崎町シルバー人材センター移転

保育所七夕まつり
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花
火
遊
び
は
、迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所
と
時
間
と
後
始
末

　

花
火
は
、
き
れ
い
で
楽
し
い
遊
び
で
す
。
で
も
、
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
と
と
て
も
危
険
で
す
。
最
近
で
は
、
深
夜
の
花
火
や

後
か
た
づ
け
の
不
始
末
な
ど
、
周
辺
住
民
へ
の
迷
惑
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

用
意
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

▽
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
▽
ゴ
ミ
ぶ
く
ろ
▽
ろ
う
そ
く
▽
蚊
取

り
線
香
を
用
意
し
、
広
い
場
所
で
必
ず
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う

正
し
い
花
火
の
楽
し
み
方

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る

○�

花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い
。
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
し

な
い

○
手
持
ち
の
筒
型
の
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意
す
る

○
風
の
強
い
と
き
は
し
な
い

○
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
な
い

○
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る

○�

途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
き
こ
ま
な
い
。
点
火
す
る

と
き
も
筒
の
先
に
顔
や
手
を
出
さ
な
い

○
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い

○
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い

○�

音
の
出
る
花
火
は
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所
と
時
間
を
選
ぶ

○
煙
が
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
風
向
き
を
考
え
る

　

心
肺
蘇
生
法
（
人
口
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
止
血
法
、
そ
の
他
応
急
手
当
な
ど
の
講
習
で
す
。

と
き
＝
９
月
６
日
日
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

※
受
講
無
料

申
込
期
間
＝
８
月
17
日
月
～
27
日
木

申
込
方
法
＝
受
講
申
込
書
（
消
防
署
に
置
い
て
い
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
左
記
ま
で
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

　

乙
訓
地
域
に
所
在
す
る
事
業
所
な
ど
が
初
期
消
火
の
技
術
を

競
う
大
会
で
す
。

と
き
＝
10
月
30
日
金
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
雨
天
時
は
11
月
６
日
金
に
延
期

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
市
勝
竜
寺
14　

日
本
輸
送
機
㈱
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
種
目

○
消
火
器
競
技
（
１
チ
ー
ム
２
人　

男
女
部
門
別
）

○
屋
内
消
火
栓
競
技
（
１
チ
ー
ム
３
人
）

大
会
説
明
会
＝
９
月
８
日
火
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
乙
訓
消
防

組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

参
加
資
格
＝
向
日
市
、長
岡
京
市
ま
た
は
大
山
崎
町
に
所
在
し
、

自
衛
消
防
隊
を
組
織
し
て
い
る
事
業
所
な
ど

主
催
＝
乙
訓
消
防
組
合
、
乙
訓
防
火
・
危
険
物
安
全
協
会

申
込
締
切
＝
８
月
28
日
金

問
・
申
込
＝�

乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
９
５
３

─

６
０
３
６

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火　

普
通
救
命
講
習

第
３
回 

乙
訓
消
火
技
術
競
技
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

　

７
月
17
日
・
18
日
に
開
催
し
た
「
住
民
参
加
型
協
働

研
修
」。
基
調
講
演
の
後
は
、２
日
間
に
わ
た
る「
協
働
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
討
議
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
町
職
員
、
町

議
会
議
員
、
京
都
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
。
み

ん
な
で
町
の
良
さ
を
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
向

け
て
知
恵
を
集
め
る
、
合
計
約
40
人
に
よ
る
集
中
議
論

で
し
た
。

　

初
日
の
最
後
に
は
、
中
間
報
告
と
し
て
５
つ
の
グ
ル

ー
プ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
然
や
歴
史
の
豊
か
な
町
。」

「
人
が
良
い
、
子
ど
も
が
良
い
町
。」

「
の
ど
か
な
町
。」

「
だ
け
ど
い
ろ
い
ろ
な
違
い
や
差
が
見
え
る
。」

「
だ
か
ら
次
世
代
へ
、
活
性
化
に
備
え
た
い
。」

　

ま
と
め
を
受
け
て
、
基
調
講
演
の
講
師
を
務
め
た
龍

谷
大
学
の
白
石
先
生
は
「
守
り
な
が
ら
活い

か
す
と
い
う

難
し
い
挑
戦
。
２
日
間
の
議
論
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
協
働
に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
て
欲
し
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。

　

お
互
い
の
人
柄
や
考
え
を
理
解
し
合
い
な
が
ら
、
地

域
の
行
方
を
考
え
る
、
初
め
て
の
大
が
か
り
な
取
り
組

み
で
し
た
。
さ
ら
に
続
き
は
夏
休
み
の
宿
題
へ
。

　

す
こ
や
か
な
良
い
夏
で
あ
り
ま
す
よ
う
。


